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世 帯 と 人 口( 2. 9. 1)
世 帯245, 057
人 口642, 099 人
男326, 406 人
女315, 693 人

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

フ ァ ッショナブルな商業・

文化・情報拠点めざして
綾瀬駅西口地区再開発の 「基本計画調査報

告書」がこのほどまとまりました。この報告書

は、綾瀬駅西口地区の土地利用、交通網。生活

環境。商業施設、景観整備等を 調査したもの
で、再開発を進めるうえでの目標や具体的考
え方が示されています。今後、この報告魯を基

に地元説明会等を開き、「再開発基本計画」の

策定など、再開発事業の促進を図っていきま
すJ j 下、孑の麈専春お知ら廿L ます。

綾瀬駅西口地区再開発
基本計画調査地域図

綾
瀬
駅
西
口
地
区
再
開
発
「
基
本
計
画
調
査
報
告
書
」ま
と
ま
る

区
で
は
、
昭
和
5
3

年
に
策
定
し
た

「
足
立
区
基
本
構

想

」
の
中
で

、
北

千
住
、綾
瀬
、五
反

野
、西
新
井

、竹
ノ

塚
の
5
つ
の
駅
前

地
区
を
拠
点
再
開

発
の
対
象
地
区
と

し
て
位
置
づ
け

、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

綾
瀬
地
区
で
は
昭
和
6
2年
に

区
内
再
開
発
の
第
1
号
と
な
っ

た
綾
瀬
一
丁
目
地
区
再
閧
発
が

既
に
完
了
し
て
お
り
、
今
回
は

同
地
区
第
2
弾
の
再
開
発
事
業

と
な
り
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

必
要
性
が
明
ら
か
に

今
回

、
綾
瀬
駅
西
口
周
辺
の

約
3
ひ
の
区
域
(

右
図
)

を
調

査
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

①
道
路

、
駅
前
広
場
な
ど
公
共

施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

②
千
代
田
線
開
通
時
に
駅
が
東

に
移
動
し
た
た
め
、
商
店
街

の
に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
て
い

る

。

③
木
造
住
宅
の
密
集
、
細
街
路

の
禾
整
備
な
ど
、
防
災
上
の

問
題
が
あ
る

。

こ
れ
ら
の
問
題
を
打
開
す
る

に
は
、
再
開
発
な
ど
に
よ
る
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
次
の
3
つ
の

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
足
立
区
に
お
け
る
フ
″
。シ

ョ
ナ
ブ
ル
な
商
業
・
文
化
・

情
報
拠
点
の
形
成

②
魅
力
あ
る
商
店
街
と
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り

③
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

駅
前
広
場
機
能
の
拡
充

こ
の
地
区
は
、
土
地
区
画
整

理
が
未
整
備
で
、道
路
が
挟
く
、

駅
前
の
交
通
処
理
機
能
が
不
十

分
な
た
め
、
駅
前
広
場
を
新
設

し
、
こ
れ
に
接
続
す
る
幹
線
道

路
を
拡
幅
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
内
に
は
、
木
造

住
宅
が
密
集
し
て
お
り
、
日
常

生
活
で
の
災
害
上
の
不
安
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
建
物
の
不
燃
化
な

ど
、
住
環
境
の
整
備
を
進
め
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
て

こ
の
地
区
は
、
都
心
へ
地
下

鉄
で
2
0分
で
行
か
れ
、
バ
ス
で

は
、
江
戸
川
区
新
小
岩
や
埼
玉

県
八
潮
市
に
出
ら
れ
る
な
ど
交

通
の
要
衝
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
優
れ
た
利
便
性
や
今
後

の
発
展
の
可
能
性
を
生
か
し

て
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
商
業
・
文
化
・
業
務

・
住
宅
な
ど
を
複
合
的
に
配
置

し
て
、
快
適
な
居
住
環
境
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店
街
、
文
化

・
情
報
の
拠
点
を
形
成
。「
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

ま
す
。

皆
さ
ん
と
と
も
に

今
後
、
地
元
の
商
店
街
お
よ

び
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
と
も
に

考
え
、
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら

事
業
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
こ
の
報
告
書
は
、
再
開
発
第

二
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)・

再
開
発
第
二
課

昔
8
8
2
1
1
1
1㈹

安全で活気のあるまちに( 綾瀬駅西口前)

ご記入は、
お済みですか。

漏れなく、正確にご記入を。
調査員が回収に伺い ますので、
調査票は折ったり、丸めたり
しないでお渡しください。

国勢調査
足立区国勢調査実施本部事務局

880- 5033
世
論
調
査
に

ご
協
力
を

区
で
は
、
区
民
の
声
を
区

政
に
生
か
す
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、「
足
立
区
政
に
関
す

る
世
論
調
査

」
を
実
施
し
ま

す
。調

査
は
、
委
託
し
た
調
査

会
社
の
調
査
員
が
お
宅
を
訪

問
し

、
聞
き
取
り
で
行
い
ま

す
。
結
果
は

、
疣
計
的
に
処

理
し
ま
す
の
で

、
個
人
の
名

前
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
調
査
対
象
と
な
ら
れ
た

方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
対
象

住
民
基
本
台
帳

よ
り
無
作
為
に
選
ん
だ
、

区
内
在
住
の
2
0歳
以
上
8
0
　

歳
未
満
の
方
2
千
人

調
査
方
法

調
査
員
が
調
査

対
象
者
宅
を
訪
問
し
、
匱

接
聞
き
取
り
す
る
面
接
調

査
調
査
期
間
H

月
5
日
～
2
5

問
合
せ
先

本
庁
舎
早
住
)

・
広
聴
係昔

8
8
2
1
1
1
1㈹

バ
ス
で
行
く

秋
の
区
内
め
ぐ
り

秋
の
一
日

、
区
内
の
公
共

施
設
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か

。

日
時
1
0

月
1
8日
・
2
3日

、

午
前
9
時
～
午
後
4
時

見
学
施
設

東
京
武
道
館

、

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
、
花
畑
記
念
庭
園

、

足
立
清
掃
工
場
(
1
8
日
)
、

中
川
処
理
場
(
2
3
日
)

対
象

満
1
8
歳
以
上
の
健
康

な
区
民

定
員

各
日
3
0
人
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、「
施
設

見
学
会
希
望
」と
明
記
(
―

人
1

通
に
限
る
)

申
込
期
限
1
0

月
1
0日
消
印

有
効

奈
費
用
は
無
料
、
昼
食
は
各

自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)

・
広
聴
係

〒
1
2
0千
住
1
1
4
-
1
8
　
　
　
　

雲
8
8
2
1
1
1
1

㈹

区役所は第2 ・第4 土曜日はお休
み( 今月は13 日と27 日) です。
た だし 、文化・ス ポ ーツ 施 設 等 は
開いています。

1
4分
野
1
7
7人
を
表
彰

平
成
2
年
度
足
立
区
功
労
者

1
0月
1
日
「
区
民
の
日
」

に
平
成
2
年
度
足
立
区
功
労

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
治
功
労
、
社
会
福
祉

功
労
な
ど
1
4分
野
で
、
区
に

永
年
功
労
の
あ
っ
た
1
7
7人の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

(敬
称
略
)
。

【
自
治
功
労
】

浅
田
良

作
、
飯
田
豊
彦
、
石
川
千
代

子
、
小
野
實
、
川
下
政
信
、

齊
藤
八
郎
、
須
賀
聯
雄
、
杉

山
秀
雄
、
長
塩
英
治
、
平
澤

太
郎
、
藤
波
正
寿

、
淺

古
金
蔵
、
新
井
正
一
、

石
鍋
清
司

、石
鍋
隆
二

、

大
塚
喜
一

、
大
山
修
、

国
井
茂
雄

、小
林
健
一

、

小
筥
栄
壽
、
佐
藤
久
、
鈴
木

敏
夫
、
田
口
篤
司

、
二
階
堂

信
一
、
西
山
好
治

、野
辺
明
、

花
塚
金
一
、
松
本
正
則
、
三

村
了
昭

、
矢
萩
晃

、
山
澤
庄

兵
衛
、
吉
岡
彌
一
郎
、
渡
辺

克
平【

社
会
福
祉
功
労
】

上

澤
清
司

、
内
田
ノ
ブ
、
岡
田

榮
造
、
小
河
原
泰
雄
、
河
村

邦
昭
、
輿
石
喜
芳

、
佐
久
間

梟
美

、
志
賀
治
芳

、
鈴
木
喜

代
子

、鈴
木
治
憲
、
鈴
木
博

、

滝
田
丑
之
助
、
中
村
新
一
、

丸
山
艶
子
、
山
中
茂
、
渡
邉

弘
子【

社
会
生
活
功
労
】

織

田
艮
舂
、
児
矢
野
操
、
杉
本

き
み
子

、
田
中
ふ
く

【
公
衆
衛
生
功
労
】

荒

井
一

、
大
橋
一
雄
、
越
坂
部

英
二

岸
多
摩
夫
、
栗
山
宏

一
郎

、
鈴
木
ア
イ

、
鈴
木
保
、

閼
溥

、
関
根
亮
蔵
、
中
川
義
、

長
谷
川
伸
一

、
久
勝
省
三
、

前
田
利
男
、
吉
田
三
郎

【
学
校
教
育
功
労

】

奥

山
和
宏
、
遠
藤
荏
久
枝
、
川

口
法
也
、
神
田
次
男

、
黒
田

清

、
小
宮
松
三
郎

、
関
根
正

明

、
瀬
田
育
子

、
千
田
眞
隆
、

西
田
俊
子

、
樋
口
富
次
、
山

田
教
郎

【
社
会
教
育
功
労
】

大

島
重
信

、
奥
泉
博
光
、
北
川

昭
司
、
国
井
濟
伸

、
小
泉
富

江

、
粉
川
新
吾
、
仙
波
健
雄
、

高
橋
敏
明
、
出
口
正
雄
、
長

谷
部
堺

、
馬
場
幸
男
、
水
越

雅
子

、
山
嵜
園
雄

【
産
業
功
労

】

植
木
勝

栄
、
木
田
治
郎
、
小
池
信
政

、

小
橋
一
男

、
佐
藤
舂
松

、
杉

本
和
夫

、
関
口
宇
一
、
染
野

幸
男
、
武
智
英
一
、
戸
村
喜

英
、
西
山
徹
、
野
澤
宗
市

、

村
田
正
治
、
柳
川
幸
『

山

本
忻
二
、
湯
本
勝
巳
、
吉
村

米
洽【

建
設
功
労

】

浅
香
壽

平

、
石
渡
吉
松
、
石
渡
忠
4

、

板
谷
等
、
入
沢
巖
、
江
川
作

次
郎
、
江
川
重
吉
、
大
石
五

郎
、
金
庭
一
郎
、
高
橋
茂
八

、

高
林
昭
二
、
宝
田
博
之
助
、

田
口
正
五
郎

、
中
田
四
郎
、

中
田
惣
太
郎

、
横
田
松
三
郎

【
統
計
功
労
】

浅
賀
和

夫

、阿
部
孝
子

、
新
井
益
男
、

石
川
啓
二

江
坂
重
雄
、
鴨

田
隆
氛

小
宮
朝
雄
、
齊
藤

舞
、
菅
間
作
一
、
瀬
田
こ
と
、

西
弘
司
、
根
本
つ
や
、
久
松

國
藏
、
舩
越
美
之
二
、
保
坂

治
郎
、
松
島
義
郎

、
本
島
敏

夫

、
谷
田
部
章

【
納
税
功
労

】

喜
夛
村

治
郎
吉

、
森
谷
ヤ
冬
子

【
文
化
功
労
】

内
田
久

三
郎
、
清
田
訓
男
、
高
木
す

つ
い
、室
原
正
夫

、山
口
光
義

【
体
育
功
労
一

小
野
塚

章
司
、
篠
崎
修
、
鈴
木
武
久
、

高
橋
松
之
助
、
長
野
一
雄

、

蓮
見
實

【
徳
行
者
】

足
立
明
る

い
社
会
づ
く
り
の
会
・
会
長

池
田
金
次
郎
、
石
井
嶺
譽

、

板
橋
仁

、
金
子
マ
ツ

、
株
式

会
社
宮
本
穗
事
・
代
表
取
締

役
宮
本
一
男
、
北
千
住
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社

・
代
表
取
締
役
田
中
康

弘
、
サ
リ
株
式
会
社
・

代
表
取
締
役
社
長
佐
藤

利
弘
、
社
団
法
人
東
京

都
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
足

立
支
部
・
支
部
長
吉
岡
久

徳
、
鈴
木
哲
雄
、
住
友
愼
一
、

什
野
内
治
三
郎
、
竹
勇
会
、

東
京
足
立
鞄
工
業
会
・
会
長

大
峡
幹
男
、
東
綾
瀬
自
治
会

会
長
矢
作
林
气

古
林
仁
四

男
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ーグ
ル
ー

プ
あ
じ
さ
い
、前
田
ヌ
イ
、松

岡
英
吉
、
吉
岡
宏
、
立
正
佼

成
会
足
立
教
会
・
教
会
長
佐

原
慎
一
郎

【
人
命
救
助
】

野
崎
君

枝
A

総
務
課
V

◆ あだち広報は、毎月5 日、15日、25日に発行します
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くらしの
情
報

本庁舎( 千住) へのお問い合わせは…

882- 1111( 代)
本庁舎 以外 へのお 問い 合わせ は
それ ぞれの電 話番 号( 緑色) へ。

福

祉

生
業
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

貸
付
対
象

一
般
の
金
殿
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
か

困
難
で

、
こ
の
賢
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立

の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の

嬰
件
に
該
当
す
る
方

▽
区
内
に
1

年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、
世
帯
の
生

討
を
立
て
る

住
民
登
録
の
世

帝
主
で
あ
る

▽
事
業
を
拡
充
ま
た
は
新
規

に
哈
め
る

▽
住
民
税
を
灣
納
し
て
い
な

い

▽
確
実
な
逓
帯
保
証
人
を
1

人
つ
け
る

貸
付
限

度
額
1

世

帯
あ
た

り
、
川
万
円
以
内

利
率

年
2
.
8
%
(据
置
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
5
0

回
元
利
勾
等
償

還
(
6

ヵ
月
据
荳
)

申
込
方
法

申
込
魯
を
貸
付

係

に
提
出
(

用
紙
は
区
民
亊
務

所
に
も
あ
り
ま
す
)

受
付
期
間
1
0

月
哂
日
1
2
5
日

申
込
・

問
合
せ
先

本
庁

舎

♀

僅
)
・
貸
付
係

現
況
届
の
提
出
を

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
の
受
給
者
の
方
へ
現
況
届

の
用
砥
を
送
付
し
ま
す
。

現
況
届
は
平
成
3
年
用
医
9

証
の

交
付
を
受
け
る
た
め
に
必

要
で

す
。

送
付

さ
れ
た
現
況
届
に
記
吸

さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
同
封

の
返
信
用
封
筒
(

切
手
不
要
)

で
、
必
ず
期
限
内
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
の
鍵
出
が
な
い

場
台
は
、
平
成
3

年
用
の
医
療

証
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
か
届

か
な
い
場
合
は
廻
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

い
月
3
1
日
(
水
)

問
合
せ
先

広
庁
曾
(
千

住
)
。

児
薑
医
療
担
当

1
0月
は
高
齢
者
就
業
開
拓
強
調
月
間

足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
健
康
で
経
験
豊
富

な
高
齢
者
の

就
芙
の
場
を
増
や

そ
う
と
1
0
月
を
「
強
調
月
間
」

と
設
定
し
、
地
域
社
会
に
根
ざ

し
た
仕
事
の
開
拓
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は

都
内
の
各
セ
ン

タ
ー
か
歩

調
を
あ
わ
せ
て
お

り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
区
内

各

団
体
、
亊
業
所
へ
の
協
力
要

拷

や
、
衝
頭
霓
伝
、
区
内
全
世

帯

へ
の
チ
ラ
シ
の
配
付
な
ど
の
遅

勳
を
展
閧
し
て
い
ま
す
。

高
齡

者
の
就
業
に
つ
い
て

ご

理
解
と
、
蔵
職
崎
報
の
提
裝
を

お
頤
い
し
ま
す
。

逹
絡
・
問
合
せ
先

足
立
区
シ

ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

暝
2
5
6
1

教

育

来
年
4
月
入
園
の
幼
稚
園
児
募
集

□
区
立
幼
稚
聞

募
集
す
る
園

呎
3
の
と
お
り

応
募
資
格

区
内
在
僅
の
4

歳

児
(

昭
和
6
1
年
4
月
2

曰
I
6
2

年
4
月
1

日
生
)
、5
歳
児
(

昭
和
6
0年
4

月
2
日
1
6
1

年
4
月
1
日

生
)

受
付
日
時
H

月
―
・
2

日

、

午
唆
1

時
3
0分
～
3

時
3
0分

受
付
場
所

入
園
希
望
の
各
区

立
幼
碓
圉

※
募
集
黶
項

、
申
込
用

紙
は

、

各
区
立
幼
椎
扈

、区
艮
事
務
所

、

教
育
委
貝
会
で
1
0
月
2
3
日
か
ら

配
付
し
ま
す

。
な
お

、
幼
稚
園

で
の
配
付
は
午
俊
1
時
か
ら
3

時
(
土
曜
日
は

午
前
中
)
ま
で

で

す
。

選
考
日
時

第
1
次
選
考
(
拍

選
)
は

、1
1月
6

日
に
入
園
希

盟
の
各
幼
碓
園
で
行
い
ま
す

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

学
事
第
二
係

□
私
立
幼
稚
園

受
付
月
日
H

月
1

日
か
ら

対
象
3

・
4
・
5

歳
児
(
昭

和
6
0
年
4
月
2

日
1
6
3
年
4

月
1
日
竺
)

※
顫
魯
は
K

月
K
日
か
ら
配
付

し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
私
立
幼

唯
豈

表3　来年4月入園児募集の区立幼椎園
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

さ
れ
る
お
子

さ
ん

を
対
象
に

「
就
掌
時
健
康
診
断
」
を
行
い

ま
す
。

保
霞
者
あ
て
の
通
知
S
は
1
0

月
6

日
ご
ろ
に
発
送
す
る
予
定

で
す
の
で

、指
定
さ
れ
た
日
時

、

場
所
で
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い

。

な
お

、
区
立
小
牛
校
に
入
学

を
希
望
さ

れ
る
外
国
人
の

方

は

、
印
か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外

国
人
登
録
証
明
書
を
梓
参
し

、

学
事
第
一
係
へ

申
讀
し
て
く
だ

さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
庄
)

。

保
健
紿
食
係
ま
た
は
乍
事
第

一
係 区

立
小
・
中
学
校
の

通
学
区
域
が
変
わ
り
ま
す

区
立
小
中
学
校
適
正
規
模
お

よ
び
適
正
配
置
荐
議
会
の
提
一
g

に
基
づ
く

、
学
校
の
蔵
合
お
よ

び
通
学
区
域
の

適
正
化
に
よ
る

通
学
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

、

頁
4
の
と
お
り

、
通
学
区
峨
を

変
更
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た

。

実
施
年
月
日

平
吸
3
年
4
月
1

日
か
ら

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
学
区
*
調
整
主
査

表4　 変更する通学区域・学校

生
活
環
境

不
燃
化
建
物
に
建
て
替
え
ま
せ
ん
か

区
と

嬲
足
立
区
ま
ち
づ
く
り

公
社
で
は

、
大
震
火
災
時
の
安

全
な
避
難
路

、
延
焼
遮
断
帯
を

整
備
す
る
た
め
不
燃
化
促
進
助

岷
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
事
業
は

、
不
燃
化
促
進

区
域
の
中
で

、
串
業
実
施
期
間

内
に

、
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た

不
燃
建
築
初
を
建
て
る
方
に
助

氓
し

、
建
物
の
不
燃
化
を
促
進

す
る
も
の
で
す

。
現
在

、1
0地

区
で
助
成
夢
業
を
行
っ
て
い
ま

す

。

不燃化建て替えの
シンボルマーク

不
燃
化
建
て
替
え

相
談
所
を
開
設

不
燃
化
促
進
助
厩
事
業
を
利

用
す
る
に
し
て
も

、
い

ざ
建
て

替
え
と
な
る
と

、
資
金

、
税

、

法
律
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か

生
じ
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

区
と
ま

ち
づ
く
り

公
社
で

は

、こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し

、

建
て
替
え
や

す
く
す
る
た
め

に

、
不
鷺
化
建
て
替
え
相
訣
所

を
区
内
3

ヵ
所

に
開
設
し
ま

す

。専
門
家
に
よ
る
建
築
相
談
、

蛯
て
詒
え
に
伴
う
碗
務
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す

。

ま
た

、
事
業
対
象
旭
区
内
で

建
て
替
え
相
談
に
采
ら
れ
な
い

方
に
は

、
不
燃
化
相
談

佃
(
ま
ま
ち
づ
く
り
カ

ウ
ン
セ
ラ
恚

が

、お
宅

に

伺
い

、
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
(
対
象
地
区

内
に
配
ら
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
ハ
ガ
キ
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
)
。

相
談
場
所
お
よ

び
日
時

表
1
の
と
お
り

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
僅
)

・
ま
ち
づ
く
り
課
ま
た
は
組

足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
袿
・

ま
ち
づ
く
り
李
業
課
(

　
刪

了
7
6
2
)

表1　相談所および10月の相談日

( い ずれも 午後1時30 分～3 時30 分)
※ まち づく り 公社で は、相談を 随時行っ てい ます。

不 燃 化 建 て 替 え 例

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
岐
の

水
洗
化

が
可
能

に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
地
域
に
お
庄
ま
い
の
方

に
は

、3
年
以
内
に
水
洗
化
エ

串
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
2
の
と
お
り

問
合
せ
先

下

水
道
局
小
菅
分

室
a

靫
8
8
2
2

な
お

、
水
洗
化
工
亊
費
の
融

資
あ

う
せ
ん

制
慶
が
あ
り
ま

す

。
工
亊
前
に
申
讀
し

、
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
或
係

8
8
0
5
2
0
8

表2　 水洗化が可能となった地域

1
0月
1
1日
～
1
7日
は

違
反
建
築
防
止
週
間

1
0月
H
B
I
1
7
日
は
全
国
一

斉
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す

。

区
で
は

、1
0月
1
2日
に
違
反

建
築
取
締
り
の
た
め

、
一
声
公

開
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
す

。

こ
れ
は
平
常
の
監
現
活
動
を

強
化
し

、
違
反
建
築
工
串
を
早

朋
に
発
見
し

、違
反

を
無
く
し

、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

本
斤
合
(
千
庄
)

・
建
築
監
察
係

健

康

第
6回
　神
経
難
病
の
検
診
と
相
談

筋
萎
縮
症
・
莇
無
力
症
・
多

発
哇
硬
化
症
・
せ
き
囲
小
脳
変

畦
症
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
呵
な
ど

神
経
曜
病
の
方

、
あ
る
い
は

、

こ
れ
ら
の
疑
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
専
門
の
医
師
か
倹
診
と
相

談
を
吁
い
ま
す

。
例
え
ぱ

、
筋

肉
が
や
せ
る

、
筋
肉
の
脱
力
や

郷
み

、
頭
や
手
足
の
ふ
る
え
や

し
び
れ

、
言
語
や
視
力
阻
害
な

ど
の

自
覚
症
状
の
あ
る

方
で

す

。
脳
卒
中
は
対
象
外
で
す

。

※
保
健
相
旅
も
行
い
ま
す

。

日
時
1
0

月
1
4
日
(
日
)
、
午
前
9

時
3
分
I

午
唆
3
時

場
所

足

立
保
健
所

費
用

無
料

定
員
5
0

人
(

先
售
順
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に

「
難
府
検
診
」
、僅
所

、
氏
名

、

ま
年
月
日

、
電
話
番
号

、
屁

状
を
記
入

申
込
期
眼
1
0

月
n
日
必
咎

主
催

足

立
区
医
師
会

、
東
亰

進
行
性
筋
萎
縮
症
S
会

後
援

足

立
区

申
込
先

足
立
区
医
師
会
(

〒

ほ
千
庄
仲
町
1
4
-
4

　
朏
9
8
6
1
)

問
合
せ
先

足
立
区
医
師
会
ま

た
は
本
庁
合
(

千
僅
)
・
健

康
管
理
課
管
理
係

楽
し
い
食
事
で
し
あ
わ
せ
家
族

1
0月
1
日
～
3
1日
食
生
活
改
善
月
間

1
0月
は

食
生
活
改
善
月
間
で

す

。
こ
の

機
会
に
食
生
活
か
ら

み
た
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う

。
保
健
所

、

俣
健
相
談
所
で
は

、
食
生
活
改

魯
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し

ま
す

。
ど
う
ぞ

、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い

。

講

演

会

日

時
1
0

月
9
日
(
火
)
、
午
唆
1

時
3
0分
I
3

時
3
0分

場
所

足
立
保
健
所

演
題

「
機
能
性
食
品

う
て
な

あ
I

に
」

講
師

八
藤

真
氏
(

食
と
生

活
憤
輯
セ
ン
タ
ー
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
保
健

所
　
8
5
5
4
1
5
1

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351
本庁 舎(千 住)・保健予 防係 　882- 1111㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
1
)

今
日
の
東
京
で
は
、
こ
こ

か
同
和
地
区
で

あ
る
と
し

て

、
そ
の
実
態
を
は
っ
き
り

つ
か
む
こ
と
は
、
極
め
て
困

簾
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
も
な
お
、
文

化
的
に
も
経
済
的
に
も
肬
い

生
活
環
境
に
苣
か
れ
て
い
る

地
域
か
あ
り
ま

す
。

歴
史
的
に
み
る
と
、
江
戸

時
代
に
は
、
江
戸
の
一
画
に

弾
左
衛
門
と
い
う
人
が
屋
敷

を
構
え
て
、
関
東
を
中
心
に

当
時
の
士
農
工
商
よ
り
さ
ら

に
低
い
身
分
と
し
て
扱
わ
れ

た
人
た
ち
を
支
配
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
弾
左
衛
門

が
冶
め
て

い
た
総
家
数
は
、
寛
政
1
2
年
T
8
0
0

年
)
に
、
弾
左
衛

門
か
奉
行
所
に
出
し
た
上
申

魯
に
よ
る
と
、
江
戸
を
含
め

て
7

千
祺
軒
。
ま
た
、
大
正
1
0

年
の
内
湧
省
の

調
査
に
よ

る
と
、東
京
都
内
に
は
、な
お
4
6

の
未
解
放
部
落
が
存
在
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
正

時
代
に

は
あ
っ
た
東
京
の
同
和
地
区

が
、
現
在
明
確
で
な
い
の
は

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

東
京
か
他
の
都
市
、
他
の

地
域
と
異
な
っ
た
の
は
、
日

本
の
首
都
で
あ
り
、
巨
大
都

市
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て

い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
(

千
庄
)
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

競
争
入
札

参
加
願
い
(
物
品
)
の
受
付

平
成
3

・
4
年
屓
に
、

区
の
物
品
賈
入
等
の
指
名

競
争
入
札
に
番
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お

り
申
謫
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
1
0

月
1
5日
～
1
1

月
2
日
(

士
・
日
暄

日
を
除
く
)

受
付
時
間

午
前
9

時
3
0

分
I

午
後
4
蒔
(
正
午

～
午
殴
1

時
を
除
く
)

受
付
場
所

本
庁
由
(

千

住
)
・
7

階
会
蹶
窒

用
紙

東
亰
郡
財
務
局
所

定
用
紙

用
紙
販
売
所

襯
亰
都
弘

喬
会
(

齠
庁
西
1

弓
館

地
下
―
階
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(

千

住
)
・
契
約
第
二
係

進む 住みよい まちづくり 元
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

元
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
現
在
第
3
回
区
議
会

定
例
会
で
審
議
中
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら

れ
た
税
金
は
、ど
の
よ
う
に
便
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

元
年
度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
決
算
は
開
会

中
の
区
議
会
で

審
議
中
で
す

□
歳
入
(
1
千
7
9
9
億
円
)

元
年
慶
も
一
般
財
源
の
特
別

区
税
、
特
別
区
交
付
金
が
好
調

な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
特
別

区
税
は
所
得
の
堅
奥
な
伸
び
に

伴
い
3
9
2億
円
、
対
前
年
度
比
口
%

の
増
。
特
別
区
交
付
金
は
、

調
窟
3

税
(
住
民
税
法
人
分
、

固
定
賢
産
税
、
特
別
土
地
保
有

税
)
の
伸
び
で
6
7
6億
円

、
対
前

年
度
比
5
.
9
%の
増
と
な
り
ま
し

た
。一

方
、
特
定
財
源
で
は
、
国

應
支
出
金
が
旧
億
円
、
対
前
年

慶
比
1
0
・
5
%

の
埴
。
越
支
出

金
は
5
1
億
円
、
対
前
年
度
比
1
1

・
6
%

の
増
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
に
お
け

る
一
股
財
源
の

構
成
比
は
釦
・
2
%

と
な
り
ま
し
た
。

財源別歳入決算額

◎ 一 般 財 源 … 財 源 と し て の 使 途 か 制 約さ れ ず 、 ど のよ う な 経 費 に も
使 用 で き る も の

◎ 特 定 財 源 … 財 源 と し て の 使 途 が 特定 さ れ てい る も の

□
歳
出
(
1

千
7
3
3億
円
)

行
政
改
基
や

事
務
串
桑
の
見

匱
し
、
職
員
増
の
抑
制
等
の
男

力
で

歳
出
に
占
め
る
丑
筋
的
経

費
(

ど
Iつ
し
て

も
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

経
費
)

の
割
合

が
昨
年
よ
り
2
.
9ポ
イ
ン
ト
減
り

む
・
2
%

と
な
り
ま
し
た
。

節
減
男
力
し
た
財
源
は
。
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
庄
区

セ
ン
タ
ー
等
の
建
設

、
双
水
水

路

、
公
園

、
道
路

。
下
水
道
等

の
整
爾
な
ど
2
1
世
紀
に
向
け
て

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
積
極
的

に
充
当
し
ま
し
た

。

区
で
は

。
今
唆
と
も
健
全
な

財
政
運
営
を
図
り

、
さ
ら
に
住

み
よ
い
ま
ち
つ

く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す

。

目的別歳出決算額

性質別歳出決算額

国民健康保険特別会計

歳入決算額340億円

歳出決算額334億円

老人保険医療特別会計

歳入決算額224億円

歳出決算額222億円

元年度に行った主な事業
1、翦穆の生湎をささえる自立するまち
11蹣工据導育成19, 3C 刃万円
! 2冲小企築融資63, 941 万円
2、繹と水の豊かな潤いのあるまち
{ }躙水対爾J 94, 833 万円
{ 2麗化推返63, 暝汨万円
13訟圜塵爾154, 922 万円
3、連帯して築く、心のふれあいの● か
なまち
l】港人福祉対策387, 430 万円
! 2羶祉尨設塵儀175, 311 万円
! 3注活保躙1, 474, 1c 万円
4、健腰と安全が保輝され、安心して性
めるまち
( 18! 市鳬偏142, 676 万円
! 2蹼λ 詞およぴ老人癲耨法に基つく予

訪対爾43, l 衵万円
5、交通紲岨のととのった使利なまち
Ⅲ交通対鯛2, 430 万円
2卜重路総奐整傭234, 6 杤万円
g3屬市l t圓週略整儒152, 874 万円
6、鹽史や皿土を豐し、豊かな亀胄が保
陳され、文化の劃迴できるまち
{ 1摩扠龝設整飼478, 598 万円
( 2慂育内容の充実195, 826 万円
{ 3庄涯及育推進3, 123 万円
伺}叉化晒鵬の振稠61, 293 万円
7、計躙実現のための条忤整佃
0】庁合麹設饗金穡立金5Q 沛, I S 万円
! 2冶人新線・食磐新喰遭設資金積立金

216, 539万円
! 3淞合文化箍殷娟設資金稠立金

549, 433万円

掲
示
板

□
薬
と
健
康

講
演
の

集
い

日
時
1
0

月
1
9
日
(
金
)
、
午

唆
6

時
～
8

時
2
0分

場
所

日

本
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
(
千
代
田
区
)

内
容

▽
講
演
…
「
ム
ツ
ゴ

ロ
ウ
大
い
に
紿
る
」
畑
正

惷
(
作
冢
)
、
ほ
か

定
員

千
人

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は

電
話
で

住
所

、
氏
名

、
年

齡

、
職
笑
を
迪
絡

申
込
期
限

▽
ハ
ガ
キ
…
1
0

月
1
2
日
消
印
訶
効

▽
電

話
…
1
0月
1
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

東
亰
都

衛
生
局
薬
事
衛
生
課
飼
査

係
(

〒
囹
1

町

庄
所
記

敢
不
要

　
2
1
2
5
1
1
1

㈹
)

□
足
立
北
郵
便
局
カ
ル
チ
ャ

ー
教
室
(
陶
芸
)

日
時
1
0

月
2
5
日
～
1
1
月
2
9

日
の

毎
週
木
暄
日

、
午
的
1
0

時
～
正
午
(

全
6
回
)

場
所

ア
ル
フ
ア

ース
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
内
陶
芸
室
(
竹

ノ
塚
駅
東
口
徒
歩
8
分
)

定
員
3

人
(
抽
選
)

費
用

材
料
費
3
千

円
裡
慶

申
込
方
法

ハ

ガ
キ

に
住

所

、
氏
名

、
年
齢

、
哇
別

、

電
話
番
号
を
明
配

申
込
期
限
1
0

月
1
8日
消
印

有
効

申
込
・
問

合
せ
先

足
立
北

郵
便
局
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

係
(

干
1
2
1竹
の
塚
3
-
9
L
2
0

　
剔
1
0
3

恚

1
0月
は

豊
か
な
く
ら
し

と
住
み

よ
い
社
会
を
つ

く
る
郵
便
貯
金
月
間
で

す
《

足
立
区
内
郵
便
局
》

□
1
0月
1
0
日
は
目
の
愛
護
デ

ー
「
眼
科
健
康
相
談

」

日
時
1
0

月
1
0日
(
水
)
、午

前
1
0
時
～
午
唆
4

時

場
所

亰
王
ブ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

・
プ
ラ
ザ
ナ
ー
ド

費
用

無
料

問
合
せ
先
東
京
都
眼
科
医

会
　
3
5
3
8
3
8
3

□
労
働
保
険
加
入
手
続
相
談

会1
0月
は
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
で

す
。
労
働
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
手
続
き
さ

れ
る
よ
う
お
頤
い
し
ま
す
。

日
時
1
0

月
1
7旦

水
)
、
午

咄
1
0
時
～
午
後
4

時

場
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業

安
定
所
(
　
眤
1
2
8
7
)

ま
た
は
足
立
労
颱
基
準
監

眥
齧
(
　
唹
1
1
8
7
)
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お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
!

消
費

者
展

私
た
ち
は
誰
も
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
し

て
生
活
す
る
消
費
者
で
す

。
で

も

、
そ
の
消
費
生
活
に
は

、
実

に
多
く
の
問
題
点
を
持
っ
て
い

ま
す

。
そ
う
し
た
消
費
者
問
題
を
パ

ネ
ル
な
ど
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し

、
皆
さ
ん
と
今
の

生
活
を
考
え

、
見
つ
め
直
す
た

め
に

「
消
費
者
展

」
を
閧
催
し

ま
す

。

今
回
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
あ
だ

ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
深
刻
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
「
ご
み
問

題
・
環
境
問
題
」
を
中
心
に
、

消
費
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
提
起
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
・
清
掃
・
電
話
な
ど
の
公

共
事
業
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー

、

各
種
即
売
な
ど
の
楽
し
い
コ
ー

ナ
ー
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
マ
1
0
月
1
9
日
、
午
後
1
　

時
I
5
時
▽
2
0
日
、
午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時

主
催

足
立
区
消
費
者
友
の
会

・
足
立
区

場
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー

ご
寄
贈
を

生
活
用
品
大
バ
ザ
ー

1
0月
1
9・
2
0日
に
行
わ
れ
る

消
費
者
展
示
会
場
に
お
い
て

「
生
活
用
品
大
バ
ザ
よ

を
閧

催
し
ま
す
。

売
上
金
は
、
す
べ
て
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
附
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
心
温
ま
る
ご
寄
贈
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

品
物
は
次
の
要
領
で
受
け
付

け
ま
す
。

受
付
日
時
1
0

月
1
2
日
(
金
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

受
付
場
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー

取
扱
品
目

日
常
生
活
用
品

寮
使
わ
れ
る
方
の
身
に
な
っ
て

十
分
使
用
で
き
、
清
潔
か
つ
安

全
な
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
で
き
な
い
も
の

衣
類
・

食
糧
品
・
医
薬
品
・
化
粧
品
・

動
植
物
・
消
耗
が
は
げ
し
く

再
活
用
が
困
難
な
も
の

な
お
、
バ
ザ
ー
に
持
ち
込
む

こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
大
型

の
家
具
や
電
化
製
品
な
ど
の
生

活
用
品
を
「
欲
し
い
≒

譲
り
た

い

」
と
い
う
方
の
た
め
に
は
、

カ
ー
ド
式
の
生
活
用
品
交
換
情

報
コ
ー
ナ
ー
を
も
う
け
て
い
ま

す

。
ぜ
ひ

、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

I

い
ず
れ
も
I

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

硫
5
3
8
5

区
民
の
皆
さ
ん
も
利
用
で
き
ま
す

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

日
光

林
間

学

園

9
月
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た

日
光
林
間
学
園
を

、
児
童
の
利

用
し
な
い
閧
、
区
民
の
皆
さ
ん

に
一
般
閧
放
し
ま
す
。

地
下
―
階
、
地
上
4

階
建
て

の

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り

で

、
食
堂
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

、
多
目
的
ホ
ー
ル

、

学
習
ホ
ー
ル
な
ど
の
屋
内
設
備

を
完
備
し
て
い
ま
す
。

近
く
に
は
霧
降
高
原
が
あ

り

、
観
光
の
足
場
と
し
て
は
最

適
で
す
。
宿
泊
室
か
ら
自
然
の

大
パ
ノ
ラ
マ
を

、
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
塩
原
林
間
学
園
の
利

用
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

利
用
期
間
1
1
(
月
1
7
日
～
1
2
月
　

菅

利
用
で
き
る
方

区
内
在
住
・

在
動
の
方
を
代
表
と
す
る
2
　

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、2
　

泊
ま
で
(
未
成
年
者
の
み
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)

利
用
料
金

▽
大
人
千
3
0
0円　

▽
子
供
6
0
0円

▽
食
事
(
朝

食
・
夕
食
)

大
人
千
7
0
0円
、

子
供
瞋
円

▽
昼
食
5
0
0円

(希
望
者
の
み
)

申
込
方
法
1
0
月
H
日
(
木
)
　

か
ら
電
話
ま
た
は
、
直
接
窓

口
へ
(
先
着
順
。
た
だ
し
利

用
日
の
5
日
前
ま
で
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
校
外
学
園
係

昔
8
8
2
1
1
1
1㈹

第5 回

ベ
ル
モ
ン
ト

学
生
使
節
団
の
来
日

1
0月
3
日
、
姉
妹
都
市
ベ
ル

モ
ン
ド
市
か
ら
、
学
生
1
0人
、

引
率
者
4
人
(
団
長
フ
ァ
ー
ガ

ソ
ン
議
員
)
の
使
節
団
が
来
日

し
ま
し
た
。

使
節
団
は
、1
0月
1
0日
ま
で

滞
在
し
、
各
種
の
行
事
に
参
加

し
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を

行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
学
生

は
区
民
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
ま
す
。

使
節
団
の
方
々
に
会
い
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
都
市
提
携
係
(
a
8
8
0
5
1
7
3
)

、国
際
親
善
協
会
(
霑
8
8
2
1
1
1
1

㈹
)
へ
。

情 報 コ ー ナ ー

バスで区内施設めぐり
足立区観光協会

日時10 月28日( 日) 、午前8 時40分
本庁舎( =F住) 前集合

主な見学先( 予定) 郷土博物館、
伊興寺町散策、郡市農業公園
定員40 人( 抽選)
参加費 じ>観光協会会員… 1, 500円
じ>会員以外… 2, 000円
※ 当 日現地支払い( いずれも昼 食

付) 。
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号、「10月施設めぐり
希望」と明記( 申込者数は2 人ま
で、重複ハガキは無効)

申込 ・問合せ先 観光 協会事 務局
(中央本町庁舎・商工振興課内
t t 880―5191)

セミナー 浮世絵を 読む
浮世絵に隠された時代のメッセー
ジを専門家が鋭く読み解きます。
日時・内容 右表のとおり
対象18 歳以上の区内在住・在動・
在学の方
定員50 人( 抽選)
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電 話番号、rセミナー希望j
と明記( 1 人1 枚)

申込期限10 月12日必着
囑所・申込・問合せ先 郷土博物館
〒120大歪i田5 ―20―1

0620 ―9393

セミナー「浮世絵を読む」(全6回)
笛週土囃日、午後2時～4時

珠算競技大会
特別企画 親子大会も開催

日時11 月11日〔日〕D 小学生の
部、高校生・一般の部・・・午前8 時
30分受付E> 小学4 年生以下の
部、中学生の部…正午受付E>　
親子大会…午前11時3a分受付

場 所 本庁舎(千 住)・7 階大 会議
室

対 象 区内在住・在 動・在学の方
〔観子大会は小学生と親〕

申込方法 窓口で申込用紙記入
申込期限10 月25日
申込・問合せ先 本庁舎〔千住〕・
j冫年育1況{系f t 882 ―l l l l ( f t )

東部障害福祉総合センター

陶芸クラブ
センターに通う重度心身障害者
と一緒に陶芸を楽しんでみません
か。

日時11月1日～12月20日の毎週　
木曜日( 全8回) 、午前10時～正午

対象 陶芸の初心者で、障害を持
つ人と共に陶芸活動を行うこと
に興味や関心がある方

定員・費用6 人( 抽選) ・無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢、電話番号を明記

申込期限10 月15日消印有効
場所・申込・問合せ先 東部障害
福祉総合センター 〒121 神明
南2 ―6 ―805682 ―5370

地 域指導 者養成 講座

第
1
回

私たちにとっての
自然環境とその保全

日時10月19日( 金) 、午後6時30　
分～8時30分
場所 本庁舎( 千住) ・7 階大会
議室

対象 高校生以上の区民
定員80 人
講師 柴田敏隆氏( ナチュラリス
ト)
申込方法 電話
申込期限10 月12日
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
少年育成係 　882―1111㈹

足立区文化団体連合会

40周年記念事業
各分野の名人芸の披露や名作の

展示、お茶会などを行います。
日時10 月14日( 日)、午前10時30　
分
場所 文化会館
内容E> 舞台部門…民謡、舞踊、
詩吟、三曲、謡曲、邦楽舞踊、
歌謡[ > 展示部門・・・華道、茶道、
書道、洋圃、日本画、彫塑、手
芸、俳圃、俳句、川柳、盆栽、
盆景、園芸、陶芸、写真

問合せ先 足立区文化団体連合会
事務局< 本庁舎( 千住) ・文化振
櫚1{系 　882―l l i m) >

みんなあつまれ!

福作まつり
綾瀬福祉作業所

来年度、東・西部障害福祉総合
センターに移転のため、東綾瀬の
場所では最後の福作まつりです。
いろいろな催しを企画し ました。
ぜひ、ご参加ください。
日時?10月20日、午後1時～3　
時?10月21日、午前10時～午　
後3 時

内容 バザー、模擬店、緑日コー
ナー、作品展ほか

場所・問合せ先 綾瀬福祉作業所
東爾爰濂頁1―26―20606 ―6186

第17 回 障害者体育祭
障害をもつ方ももたない方も一
緒に汗を流しまし ょう。
日時10月7日( 日) 、午前9時30　
分～午後4時( 雨天中止)

場所 第四中学校( 梅島駅下車)
問合せ先 本庁舎( 千住) ・障害福
祉課計画調整係

B882 ―l l l NFり

区役所本庁舎( 千住) の地下駐
車場は、清掃のため10月13日( 土)
は使用できません。
問合せ先 まちづくり公社

0604 ―7761

青年 セ ン 夕 ー の 催 し
・ ヤングミセスの子育てサロン
子育てについての講演会と話し合

いです。お父さんの参加を歓迎、お
子さんの保育も行います。
10月のテーマ 父親のあり方一育児
と家庭

日程10月13日( 講演会) 、27日( 話　
し合い) 、午前1C坦寺～正午

・ ユース・トーク・セミナー
「バングラディシュに生きる」

日本の民間援助団体と協力し、バ
ングラディシ ュで識字教育に取り組
むハビブル・ラーマンさんを迎え、
現地の実情を聞くとともに、日本の
援助のあり方を共に考え ます。
日時10月6日( 二i 二) 、午後3時～6　
時

● ビデオコンサート
竹内まりや フライ・アウェイ
日時10 月9 日( 火) 、午後7 時
定員80 人( 整理券を10月5 日から
窓口で配布)

・ シネサロン
ターナー& フーチ すてきな相棒
潔癖症の刑事が粗大ゴミのような
猛犬と組んで殺人犯を追うハメに。
日時10 月16日( 火) 、午後7 時
定員1DO 人( 整理券を10月5 日から
窓口で配布)
- いずれも一
費用 無料
場所・問合 せ先 青年センター( 大
師前駅前) 0890 ―0061

好 評 配布 中! ( 無 料)

グラフあだち No. 22

配布 場所 各区民事務所、 情報
公開課( 本庁舎、中央本町庁舎)、
本庁舎・広報課

問合せ先 本庁舎・広 報課
882- 1111( 代)

N. T. 250, 000


